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［
目
的
］

日
本
の
過
去
の
保
健
医
療
に
関
す
る
状
況
、
政
策
を
紐
解
く
と
、

現
在
途
上
国
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
と
共
通
の
も
の
が
少
な
く
な

く
、
国
際
保
健
医
療
を
考
え
る
際
の
示
唆
に
富
む
こ
と
が
多
い
。

今
回
、
我
々
は
日
本
の
過
去
の
人
材
開
発
に
つ
い
て
、
医
師
数
や

産
婆
数
な
ど
の
デ
ー
タ
分
析
を
交
え
考
察
し
た
。

［
方
法
］

文
献
よ
り
保
健
医
療
分
野
の
人
材
開
発
に
か
か
わ
る
政
策
を
整

理
し
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
の
医
師
数
、
産
婆
数
な
ど
の
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
医
師
、
産
婆
を
中
心
と
し
た
人
的
資
源
の
状
況
を

把
握
し
、
政
策
の
効
果
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

［
結
果
］

（
健
康
転
換
）
保
健
医
療
と
社
会
と
の
関
係
を
、
歴
史
的
に
分
析

62

近
代
日
本
の
医
療
分
野
人
材
開
発
の
政
策

に
つ
い
て
（
医
師
と
産
婆
の
役
割
）

○
近
藤
久
禎
・
長
谷
川
敏
彦

す
る
場
合
、
健
康
転
換
の
考
え
方
を
用
い
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

健
康
転
換
と
は
、
感
染
性
疾
患
か
ら
退
行
性
疾
患
へ
と
い
う
保
健

医
療
の
対
象
の
変
化
を
中
心
に
、
産
業
、
経
済
、
教
育
、
人
口
、

保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
等
を
整
理
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
感
染
症
期

を
一
期
、
二
期
、
退
行
性
疾
患
期
の
三
期
、
四
期
と
、
四
つ
の
時

期
に
区
分
で
き
る
。

（
政
策
）
今
回
は
、
国
際
協
力
の
見
地
よ
り
、
政
策
を
検
討
し
た
。

そ
の
た
め
、
転
換
前
、
特
に
第
二
次
大
戦
前
の
政
策
に
つ
い
て
ま

と
め
た
。
健
康
転
換
第
一
期
（
一
八
六
八
年
以
降
）
は
伝
染
病
が
主

な
疾
病
で
あ
っ
た
。
西
洋
医
学
導
入
の
方
針
決
定
と
そ
の
た
め
の

資
源
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
政
府
は
医
制
を
発
布
し
医
師

開
業
免
許
制
度
の
導
入
を
図
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
す
で
に
開
業

し
て
い
る
も
の
は
、
漢
方
、
西
洋
を
問
わ
ず
医
師
と
し
て
認
定
し

た
が
、
新
規
参
入
は
西
洋
医
学
を
習
得
し
た
も
の
に
限
っ
た
点
で

あ
る
。
健
康
転
換
第
二
期
（
一
九
○
○
年
以
降
）
は
、
蔓
延
性
の
感

染
症
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
西
洋
医
学
が
普
及
し
て
き
た
反
面
、

地
域
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
格
差
へ
の
戦
前
の
対
策

と
し
て
、
産
婆
、
看
護
婦
な
ど
に
よ
る
地
域
保
健
活
動
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
も
、
こ
の
格
差
へ
の
対
策
と
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し
て
導
入
が
図
ら
れ
た
。

（
デ
ー
タ
分
析
）
日
本
の
人
口
一
万
対
医
師
数
は
、
一
九
三
○
年

代
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
（
約
七
・
五
）
だ
が
、
以
降
増
加
し
て
い

る
。
県
別
の
二
五
％
己
①
は
一
九
二
○
年
ま
で
は
ほ
ぼ
変
化
な
く
、

そ
れ
以
降
第
二
次
大
戦
ま
で
は
わ
ず
か
に
低
下
し
て
い
る
。
そ
し

て
変
動
係
数
（
Ｃ
Ｖ
）
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
医
師
数
は
増
加
し

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
五
％
三
①
は
低
下
、
Ｃ
Ｖ
は
上
昇

し
て
い
て
格
差
は
増
大
し
て
い
る
。
産
婆
に
関
し
て
は
、
一
九
○

五
年
の
産
婆
規
則
制
定
以
降
、
戦
前
は
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
○

○
年
に
人
口
一
万
対
産
婆
数
は
五
で
あ
っ
た
の
が
一
九
三
○
年
代

に
は
八
ま
で
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
二
五
％
三
①
も
上
昇
、

Ｃ
Ｖ
は
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
産
婆
と
医
師
の
合
計
を
各
県
別
で

比
較
し
た
。
一
九
三
○
年
代
以
降
の
Ｃ
Ｖ
の
上
昇
は
見
ら
れ
ず
、

二
五
％
三
①
は
増
加
し
て
い
る
。
医
師
の
少
な
い
地
域
に
産
婆
が

配
属
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
都
市
部
と
農
村
部
の
比

較
を
行
っ
た
。
都
市
部
と
し
て
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
京

都
、
大
阪
、
兵
庫
を
あ
げ
、
農
村
部
と
し
て
は
東
北
六
県
を
あ
げ

比
較
し
た
。
一
九
○
○
年
頃
の
格
差
は
小
さ
い
。
し
か
し
そ
の
後

は
都
市
部
で
は
医
師
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、
東
北
部
は
や
や
低

下
し
て
い
る
。
し
か
し
従
来
開
業
医
師
数
を
比
較
す
る
と
、
双
方

で
変
わ
ら
な
い
。
従
来
開
業
の
医
師
は
均
等
に
分
布
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
戦
前
の
格
差
の
増
大
は
地
域
医
療
を
支
え
て
い
た

従
来
開
業
医
の
減
少
に
加
え
、
そ
の
後
を
埋
め
る
べ
き
新
規
の
西

洋
医
が
地
方
に
は
行
か
ず
、
都
市
に
集
中
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

［
結
論
］

日
本
は
明
治
以
来
、
健
康
転
換
の
段
階
に
応
じ
た
問
題
を
も
ち
、

そ
れ
に
対
応
し
て
き
た
。
特
に
明
治
期
、
従
来
日
本
の
各
地
で
開

業
し
て
い
た
漢
方
医
を
医
師
と
し
て
認
定
し
、
医
師
の
不
足
に
対

処
し
た
こ
と
、
産
婆
を
医
師
乏
し
き
地
域
に
配
属
し
た
こ
と
な
ど

は
現
在
人
的
資
源
不
足
と
い
う
問
題
を
抱
え
る
国
々
で
の
医
療
政

策
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
日
本
の

過
去
の
特
徴
的
な
政
策
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
行
く
必
要
が
あ

る
。

（
国
立
医
療
病
院
管
理
研
究
所
）


